
【参考】 R４年度上半期のW G活動総括



ＷＧ名 目指す未来 該当頁
①行政手続オンライン化 ＷＧ ３ない窓口（書かない、待たない、行かない） 3-4

②マイナンバーカード普及・活用 ＷＧ ＤＸのスタートライン（デジタル上で自己を証明） 5-9

③財務・文書システム ＷＧ ペーパーレス、はんこレス 10-12

④官民データ活用 ＷＧ データ駆動型社会 13-16

⑤コアネットワーク（外で働く）ＷＧ 現場で仕事が完結する 17-21

⑥業務システム（健康・福祉）ＷＧ 住民のくらしを支える専門職がつながる 22

⑦業務システム（予約システム）ＷＧ カウンターレス、帳簿レス、キャッシュレス、キーレス 23

⑧ＢＰＲ（ＲＰＡ）推進ＷＧ 自分の部下を自分で増やそう 24-28

⑨ミライズ策定 ＷＧ これからの時代に合った形に見直す 29-31

⑩ＡＢＷ（新議会棟）ＷＧ Activity-Based Working 場所や時間に捉われない自由な働き方 32-33

⑪窓口 ＷＧ 行政手続オンライン化後の窓口のあり方 34

⑫地域社会のＤＸ推進 ＷＧ 共助のあり方を再構築 35-37

⑬デジタルデバイド解消 ＷＧ 誰も取り残されない 38-42

Business Process Re-engineering
Robotic Process Automation

１３のW G活動一覧
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
・オンライン化事例インタビュー、モデルケース作成、ツール使用方法庁内展開
・WGキックオフ
・優先手続のオンライン化（子育て・介護、補助金業務等）
・類似する手続を複数所属で検討（補助金業務、キャッシュレス等）

(2)上半期の成果

①定量的 ・情報政策課BPR等を通じてオンライン化した手続：３件
（軽費老人ホーム補助金申請、後援申請、バラ抽選販売）

②定性的
・優先手続のオンライン化（子育て、補助金業務等）BPR
・キャッシュレス化開発契約（R5.3～使用開始）
・オンライン化事例インタビュー

(3)当初計画の下半期活動予定 ・上半期と同様
・キャッシュレス化運用整理、庁内外展開

(4)下半期に向けて必要なやりくり

・ステイクホルダー
情報政策課が１つ１つのＢＰＲを伴走しているため、実装までに時間がかかる。
上半期の活動成果をもとに、WGメンバーによる自律的な活動を促進する策を講じる。

・品質
計画全体のＫＰＩ（令和７年度までに全ての手続をオンライン化）と現状に乖離が

大きいため、年度間の達成度を判断するための詳細な目標設定を行う。

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・キャッシュレス ランニングコスト（手数料、月額固定費） 概算経費：100万円

WG名 ①行政手続オンライン化WG

3



（参考）ぐんま電子申請受付システム R5.3～キャッシュレス化運用開始

キャッシュレス種類
キャリア決済（ドコモ）

キャリア決済（au）

キャリア決済（softbank）

Pay-easy

クレジット決済

PayPay

LINE Pay

メルペイ

Apple Pay

楽天 Pay

楽天 Edy

モバイル Suica 4



項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定

①出張申請（6/1〜開始予定）
出張申請の試行、自治会への通知発送及び受付、ショッピングモールでの実施

②マイナポイント（〜9/末予定）
ショッピングモールでの周知・登録支援、制度資料の毎戸配布（７月）

③その他（未取得者のデータ分析、OYACO PLUSリニューアルの周知等）

(2)上半期の成果

①定量的
・マイナンバーカード交付率：48.19%（８月末時点、申請率：57.02 %）
・企業等への出張受付：115回の実施、受付件数2,689件（８月末時点）
・全市民サービスセンター及び城南支所への出張申請実施（９月）

②定性的
・ショッピングモールでの出張申請受付時にはマイナポイント周知を併せて実施
・マイナポイントに関するリーフレットの毎戸配布（広報８月号）
・OYACOplusの周知（各種届出時や市内保育施設でのチラシ配付、企業との連携）
・１階専用窓口にて、マイタク登録、国民健康保険証との連携などカード利活用の促進

(3)当初計画の下半期活動予定 ②マイナポイント（10月以降）
学生等と連携した周知・キャンペーン等の検討、新たな利活用策の検討

(4)下半期に向けて必要なやりくり

・スケジュール
企業からの出張申請希望が増加している中で、今後、全自治会での出張申請を予定

しており、各所との調整を円滑に行う必要がある。
・コミュニケーション

自治体マイナポイントの実施や申請者へのQUOカード配付など、国の動向を踏まえ、
関係課での交付率向上に向けた検討・連携が必要である。

(5)R5年度予算要求 内容と金額 積算中

WG名 ②マイナンバーカード普及・活用ＷＧ
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データ分析（地域別・年齢別のマイナンバーカード保有者数・保有率、R4.7.31時点）

保有者数

保有率 地区人口 全世代 0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～99 100～109

本庁管内 56,168 47.85% 36.74% 36.95% 38.58% 46.66% 45.12% 46.61% 51.92% 55.48% 66.20% 45.11% 23.40%
上川淵 24,828 44.74% 33.81% 33.72% 34.76% 43.24% 41.98% 43.51% 50.51% 54.78% 61.66% 31.77% 20.00%
下川淵 9,394 46.07% 32.86% 38.69% 40.19% 47.99% 42.56% 47.37% 54.47% 56.54% 55.73% 23.84% -
芳賀 9,080 41.30% 32.91% 32.56% 34.69% 39.17% 36.53% 41.88% 47.94% 47.15% 52.44% 25.22% -
桂萱 28,230 44.01% 32.50% 35.03% 36.34% 43.08% 41.77% 43.81% 49.88% 51.77% 60.28% 34.76% 33.33%
東 32,070 47.76% 36.14% 37.85% 42.02% 48.68% 45.24% 45.71% 52.85% 57.83% 69.05% 48.50% 25.00%
元総社 16,987 46.93% 36.71% 36.58% 43.20% 48.29% 44.26% 44.50% 49.90% 56.86% 64.00% 38.99% 27.27%
総社 13,276 45.84% 34.76% 34.75% 39.33% 49.09% 42.90% 44.37% 49.50% 55.97% 65.96% 45.71% -
南橘 39,010 45.32% 32.51% 35.18% 40.63% 44.21% 42.20% 44.81% 49.51% 54.34% 63.99% 39.66% 20.00%
清里 3,608 43.68% 36.16% 33.24% 39.71% 45.02% 37.47% 46.06% 53.90% 50.10% 50.00% 35.87% 16.67%
永明 23,765 42.58% 32.58% 33.95% 36.00% 41.86% 39.84% 40.83% 47.70% 51.40% 59.88% 30.28% 11.76%
城南 17,934 40.52% 35.01% 32.39% 35.71% 44.32% 39.92% 42.61% 46.20% 43.83% 42.68% 19.65% 27.27%
大胡 17,718 39.73% 28.62% 32.02% 32.47% 41.32% 38.22% 40.99% 46.02% 45.20% 53.46% 31.20% -
宮城 7,287 33.92% 28.57% 28.64% 26.97% 33.84% 32.47% 41.46% 39.08% 35.55% 31.96% 17.13% -
粕川 10,322 36.58% 28.50% 32.92% 33.00% 35.54% 36.55% 38.32% 42.54% 40.12% 36.23% 16.53% -
富士見 22,459 36.97% 31.16% 30.89% 30.35% 37.92% 37.34% 38.80% 42.71% 40.81% 40.78% 18.29% -

全体 332,136 43.99% 33.75% 34.76% 37.50% 44.26% 41.64% 43.77% 48.87% 51.30% 58.81% 35.28% 16.29%

合計 0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～99 100～109
本庁管内 26,875 1,353 1,725 2,028 2,445 3,278 3,830 3,713 4,275 3,419 798 11
上川淵 11,108 615 719 836 1,085 1,351 1,499 1,447 2,027 1,364 163 2
下川淵 4,328 279 383 330 478 601 540 560 800 316 41 0
芳賀 3,750 182 238 256 322 430 490 617 760 398 57 0
桂萱 12,424 666 941 955 1,255 1,676 1,667 1,722 1,964 1,354 219 5
東 15,318 983 1,154 1,472 1,886 2,097 2,134 1,779 2,002 1,548 259 4
元総社 7,972 493 454 864 1,032 1,037 1,068 981 1,157 752 131 3
総社 6,086 407 393 608 866 810 764 691 844 591 112 0
南橘 17,681 910 1,229 1,722 1,910 2,152 2,511 2,407 2,630 1,907 299 4
清里 1,576 115 123 108 181 181 199 249 240 146 33 1
永明 10,118 621 698 855 1,173 1,335 1,209 1,304 1,704 1,085 132 2
城南 7,266 529 526 501 870 945 940 1,215 1,098 560 79 3
大胡 7,039 395 568 550 750 1,011 940 1,030 1,050 633 112 0
宮城 2,472 100 173 164 200 314 410 476 411 186 37 1
粕川 3,776 161 290 301 317 488 561 644 658 317 39 0
富士見 8,302 502 644 634 874 1,152 1,205 1,256 1,314 646 75 0

合計 146,091 8,311 10,258 12,184 15,644 18,858 19,967 20,091 22,934 15,222 2,586 36
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類型 実施回数 受付人数 うち申請時来庁方式
（※１） 備考

１企業・団体 44
(38.2%)

515
(19.2%) 499

従業員30人以上の企業数
：計925か所
※出典：H28経済センサス、

A～R全産業(Ｓ公務を除く)

２自治会 12
(10.4%)

213
(7.9%) 198 全自治会数：284

３行政機関・市有施設 44
(38.2%)

798
(29.7%) 735

４ショッピングセンター 15
(13.0%)

1,163
(43.2%) 1,101

計 115
(100%)

2,689
(100%) 2,533

出張申請の結果（R4.5.17～8.31）

（※１）：申請時に本人確認を行うことで、市役所窓口に来ることなく、自宅でカードを受け取ることができる。 7
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マイナンバーカード普及に対する国の要請（令 和 4 年 9 月 2 1 日 付 け 事 務 連 絡 添 付 資 料 ）



計画の改定（K P Iの追加）
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定 ・R4.5：プロポーザル審査、優先交渉権者決定
・R4.6：契約締結、構築業務開始（財務・文書）

(2)上半期の成果
①定量的

②定性的 ・R4.5：プロポーザル審査、事業者決定

(3)当初計画の下半期活動予定 ・R5.2末までに文書管理システム基本構築完了
・R5.3文書管理システム研修開始（R5.4.1稼働）

(4)下半期に向けて必要なやりくり ・事業者提案スケジュールに基づく構築・進行管理

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・構築及び保守 112,154千円

WG名 ③財務・文書システムＷＧ
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（参考）稼働までのスケジュール
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
実践を通じたデータ活用事例の創出

・事例共有、ニーズ調査、民間企業等へのヒアリング
・出口とセットでデータ活用を検討（概念検証）
・データ搭載、実装（価値検証）

(2)上半期の成果

①定量的 ・全体WGを計３回開催

②定性的

・実践に向けたテーマ別のグループ活動を開始
①業務効率化、住民サービスの向上（市役所起点）

各所属でのオープンデータ化（GIS・さーちず・オープンデータライブラリー）の
実現に向けて、課題等の抽出

②官民連携による住民の利便性向上（民間起点）
民間サービスへデータを提供するための準備・検証

③データを活用した政策立案（EBPM）
政策立案に向けた課題等の抽出、対象テーマの検討

(3)当初計画の下半期活動予定 上半期実績を踏まえ、全庁への横展開検討

(4)下半期に向けて必要なやりくり ・スケジュール
年内に活用事例創出、年度内に全庁への横展開方策を具現化するための進捗管理

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・当初予算要求はなし（年度途中の仮説検証はチャレンジ＆アジャイル枠予算を活用）

WG名 ④官民データ活用ＷＧ



テーマ別のグループ活動

①業務効率化、
住民サービスの向上
（市役所起点）

・市役所が保有するツールでデータを可視化、提供
（例）GIS→さーちず→オープンデータライブラリ

・業務効率化や価値創出の観点で、搭載データを検討
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②官民連携による
住民の利便性向上
（民間起点）

③データを活用した
政策立案
（EBPM）

・民間のツールでデータを可視化
（例）いこーよ

・先方指定の様式でデータを提供

・基本：市が保有するデータを使って政策立案に活かす
（例）マイナンバーカード保有者分析

・応用：民間等が保有するデータとの組み合わせ
（例）GPSデータと組み合わせ



マニュアルを参考に
レイヤの作成

統合型GISにデータを
載せたい！

情報政策課に、作成した
レイヤの公開を依頼

情報政策課が
レイヤを確認

統合型GISにレイヤが追加さ
れる

各課でレイヤに
データ追加・編集

レイヤにデータが
表示・蓄積される

統合型GISに蓄積しデータ
をさーちずまえばしにも

載せたい！

統合型GISから
シェイプファイルを出力

sh
p

情報政策課がシェイプファイルを
さーちずまえばしに取り込む

レイヤにデータが
表示・蓄積される

必要があれば各課で
レイヤにデータ追加・編集

さーちずに蓄積したデータを
オープンデータとして

公開したい！

さーちずからCSVファイルを出力

CS
V

情報政策課がCSVファイルを
オープンデータライブラリに追加

CS
V

OK

NG

オープンデータライブラリから
CSVファイルをダウンロード

できるようになる

情報政策課がレイヤを作成【統合型GIS】

【さーちずまえばし】

【オープンデータライブラリ】

情報政策課にレイヤ作成を依頼し、
シェイプファイルを渡すshp

【参考】市役所が保有するツール（GIS・さーちず・オープンデータライブラリー）のフローチャート
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※1施設1行です。

※各項目の詳細については「推奨データセットとの比較表」「いこーよデータ説明シート」をご確認下さい。

※項目の優先順位等は以下となります。

　①濃いオレンジの項目は「いこーよ」必須項目です。

　②薄いオレンジの項目は「いこーよ」必須項目ではありませんが、ユーザーニーズが高い項目なのでご提供いただければありがたいという項目です。

　③薄い黄色の項目は、「いこーよ」必須項目ではありませんが、情報があればより内容が充実するという項目です。

　④青い項目は、子育て層のニーズの高い項目で、子育て層のお出かけには重要な情報となります。データを入れていただきたいといういこーよからの提案項目となります。

　⑤グレーの項目は、「いこーよ」としては不要ですが、内閣官房推奨データセットには入っている項目です。

※その施設の特徴やアピールポイント等がございましたら、③の項目である「備考」に入れていただけますと施設説明文を作成する際に大変助かります。

推奨データセットとの比較
表の通しNo→

1 2 3 5 6 7 8 9 10 11

上記 ⑤内閣官房推奨 ⑤内閣官房推奨 ⑤内閣官房推奨 ①いこーよ必須 ①いこーよ必須 ⑤内閣官房推奨 ③より充実 ⑤内閣官房推奨 ⑤内閣官房推奨

項目→ 都道府県コード No 都道府県名 市区町村名 名称 読み仮名（カナ） 名称_英語 名称_通称 POIコード 種別

例) 130001 1 東京都 品川区 いこーよ児童センター イコーヨジドウセンター いこーよハウス 1510a 児童館

【特徴】
①全国を網羅した掲載数

スポット情報 62,000件以上、体験記や口コミ29,000件以上
②子育て層に支持された利用者数

年間PV数：4億6,000万以上
③ユーザー利便性を考えた検索性

提出データ（エクセルシート）

【参考】民間ツールとの連携



項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
・Chromebookを用いた実践

例：現場で活用、Web会議、打ち合わせの効率化等
・昨年度WGで出された課題・アイデアの検討

(2)上半期の成果
①定量的 ・R4年度WGメンバーによる意見発散

②定性的 ・試行スケジュール策定、各グループごとのChromebook及びsurfaceの端末準備

(3)当初計画の下半期活動予定 ・実践を通じて利用方法を体系化し、庁内に発信

(4)下半期に向けて必要なやりくり
・スケジュール

グループごとに毎週の目標合わせを行うなど、試行時の進捗管理
・スコープ、品質

試行を通じて蓄積したナレッジを全庁展開時の資料としてまとめる作業

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・現場で働く環境を構築するための閉域SIM調達（金額調整中）

WG名 ⑤コアネットワーク（外で働く）ＷＧ
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ユースケース（火災ごみ減免）【現在】

執務室内

執務室外
（現場）

8：30 出勤
スケジュール確認
Notes確認

9：00～ 通常業務
支払事務や契約事務など

14：00 火災現場立会
現場の状況を撮影
申請者、ごみ搬入業者等と
打合せ
移動は公用車

16：00 帰庁
写真の共有、報告、
減免事務処理

17：15 退勤

18

WG出席課の例
（清掃施設課）



ユースケース（火災ごみ減免）【未来】

執務室内

執務室外
（現場）

8：30 出勤
スケジュール確認
チャット履歴確認

9：00～ 通常業務
支払事務や契約事務など

14：00 火災現場立会
現場の状況を撮影
申請者、ごみ搬入業者等と打合せ
移動は自家用車
上司、工場長とカメラ越し現場確認

15：30 立会終了
その場で報告作業、
減免処理

17：15 chromebook上で退勤
自家用車にて帰宅
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ユースケース（出張編）【現在】

執務室内 執務室外
（現場）

8：30 出勤
スケジュール確認
Notes確認

9：00 資料準備
必要な資料、過去の関
係資料を印刷・コピー

11：00 移動
鉄道利用で現場まで
（東京都新橋）

13：00 説明会出席

16：00 説明会終了
鉄道利用で前橋駅まで

18：30 工場到着
報告作業等は翌日に
持越し、資料を整理

19：00 退勤
20



ユースケース（出張編）【未来】

執務室内 執務室外
（現場）

8：30 出勤
スケジュール確認
チャット履歴確認

9：00 資料準備
必要な資料、過去の関係
資料をchromebook内に
準備（ペーパーレス）

11：00 移動
鉄道利用で現場まで
（東京都新橋）
前橋駅までは自家用車

13：00 説明会出席

16：00 説明会終了
鉄道利用で前橋駅まで
電車内にて説明会のまとめ、
報告作業

18：00 前橋駅到着
自家用車にて駅から
帰宅

17：15 電車内にて退勤

21
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
住民のくらしを支える専門職がつながるプラットフォームを採用する前提で、
これまでのコミュニケーション（対面、紙、電話、FAX）を効率化するための
・実証実験内容の決定
・手続きの洗い出し（昨年度から継続）

(2)上半期の成果

①定量的

②定性的
・計２回のWGを開催
・活動方針の変更

予定していたプラットフォームの活用に至らなかったことから、別の手段により、
コミュニケーション（対面、紙、電話、FAX）の効率化を検討する。

(3)当初計画の下半期活動予定 実証実験結果報告

(4)下半期に向けて必要なやりくり
・スコープ

関係者が多岐にわたることで生じるコミュニケーション上の課題と、既存システム
（ＭＣＳ）で解決できる領域を整理する。

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・当初予算要求はなし（年度途中の仮説検証はチャレンジ＆アジャイル枠予算を活用）

WG名 ⑥業務システム（健康・福祉）ＷＧ
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定 ・全庁へのバックヤード側業務の照会
・デモの実施（９月末より順次）

(2)上半期の成果
①定量的 ・計１回のWGを実施（キックオフ）

②定性的 ・バックヤード側業務の整理
・事業者デモを実施

(3)当初計画の下半期活動予定
・WGメンバーへの目線合わせ
・各施設の業務のBPR
・実装に向けた調整（プロポーザル）

(4)下半期に向けて必要なやりくり
・導入方針の決定（クラウドサービス利用、キャッシュレス・キーレスの段階的導入）
・RFPに向けた仕様整理
・運用整理の役割分担：意思決定、条例・規則、会計、監査 等

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・予約システムの導入（RFI結果）
導入経費２０，９４０千円 + 年間利用料４，７１８千円

WG名 ⑦業務システム（予約システム）ＷＧ
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
【①BPR全庁展開GR、②ツール診断GR】①BPR庁内展開方法の検討／②適性ツール診
断テストの作成 ⇒ ①②対象所属を先行モデルとしてBPR庁内展開試行、取組状況の発信
【各ツール作成GR】Excelマニュアル公表、財務会計報酬支払RPA庁内展開
【WG全体】新たな課題の洗出し ⇒ 課題解決グループの結成

(2)上半期の成果
①定量的

・【WG全体】各所属BPR対象業務の見直し検討まで完了
・【各ツール作成GR】Excelマニュアル作成完了
・【各ツール作成GR】財務会計報酬支払RPA、WG内先行導入済み（７～８月分報酬）

②定性的 ・全体WG：計６回、①BPR全庁展開GR、②ツール診断GR：各計２回、④報酬支払RPA
庁内展開GR：計１回

(3)当初計画の下半期活動予定
【①BPR全庁展開GR、②ツール診断GR】①②対象所属を先行モデルとしてBPR庁内展
開試行、取組状況の発信 ⇒ 試行結果の検証、庁内展開に向けた準備
【新たな課題解決GR】課題解決グループによる活動
【RPA移行GR】RPA移行所属に対する研修（OJT）の実施

(4)下半期に向けて必要なやりくり

【①BPR全庁展開GR、②ツール診断GR】
・スコープ＆リスク → 他所属を訪問してBPRする活動を予定しているが、活動範囲
が他所属の業務まで及ぶため、メンバーの所属の理解が得られるか懸念される
・スケジュール → WGメンバーの入替によりGR活動が８月開始となったため、先行
モデルの庁内展開試行・取組状況発信は、R5年度前半頃完了見込み

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・AI-OCRライセンス賃貸借料 5,124千円（R4予算の４倍）
・RPAライセンス賃貸借料 6,138千円（うちWG専用RPA分 1,096千円）

WG名 ⑧ＢＰＲ（ＲＰＡ）推進ＷＧ



Excel活用マニュアル

ＢＰＲ（ＲＰＡ）推進ＷＧ 編
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正本ファイル

モデルケース：ひとり暮らし高齢者調査

Excel活用マニュアル （ＢＰＲ（ＲＰＡ）推進ＷＧ 編）

事務の概要

 民生委員が調査した調査票をＡＩ・ＯＣＲでデータ化したものに、住民基本情報や町情報を付与して集計を行う。

 対象者について制度利用の案内文を送る（実務では実施していない）。

事務フロー

調査票
（紙）

電子データ
（Ｅｘｃｅｌファイル）

案内文
Ｗｏｒｄファイル

・データチェック
・データ整理
・データ集計

データ化

ＡＩ・ＯＣＲ
複合機読取

（画像ファイル）
電子データ

（ＣＳＶファイル）

入力 出力

住民情報 町コード その他

差込印刷

上段より

変換

26



財務会計システム報酬支払RPA①

27

① RPA専用の支給明細書「RPA支給明細書.xlsx」に必要事項を入力
（このファイルに入力したデータがRPAにより財務会計システムに入力されます！）
→会計室提出〆日の前々日までに情報政策課 佐藤宛にメールで提出

27



財務会計システム報酬支払RPA②

② 「支出命令書.pdf」と命令番号が入力された「RPA支給明細書.xlsx」をRPAが作成
→ 会計室提出〆日の午前中までに作成されたファイルをメールで返送
※各所属において、所属長から決裁を受け、会計室に提出してください。

支出命令書.pdf RPA支給明細書.xlsx

RPA処理後は命令番
号が入力される。

28
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定

・テレワークチーム庁内向け掲載ページ、動画の作成
・係長決裁チームの成果について行政管理課等と協議
・会議チームとの今後の活動内容・方針協議
・新メンバーによる全体WG開催
・R3発散のテーマ（残案件）の継続検討、新しいテーマの設定及び新チームの組成
・R4年度体制によるテーマ検討作業

(2)上半期の成果
①定量的

・全体WG：計３回開催
・職員向けに仕事価値観アンケートを実施

（チャレンジ＆アジャイルチーム、期間9/12-9/30・回答数613件）

②定性的 ・テレワークの利用促進動画を作成中（テレワークチーム）
・文書管理システム構築にあたり意思決定の迅速化を検討

(3)当初計画の下半期活動予定 ・検討テーマの実践（効果検証、制度所管課等との調整）
・活動報告会でのR4年度分成果報告

(4)下半期に向けて必要なやりくり

・スケジュール
概ね月１回の全体WGと個別のチーム別活動を通じた進捗管理

・チームメンバー（人的資源）、コミュニケーション
各チームの検討段階に応じて、必要なインプットを得るための機会を提供するなど

活動を加速させるための側面支援

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・当初予算要求はなし（年度途中の仮説検証はチャレンジ＆アジャイル枠予算を活用）

WG名 ⑨ミライズ策定ＷＧ
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チャレンジ＆アジャイルチームによる
「仕事価値観アンケート」の実施



（参考）アンケート集計速報：最も重要だと思うこと、実施してほしいこと n : 6 1 3
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
・先進地視察
・各課でユースケース（来課される方ごとの対応場所・対応方法・時間）を作成
・ユースケースに対応できるレイアウト検討

(2)上半期の成果
①定量的

②定性的 ・先進地視察（７月２０日に東京都千代田区のデジタル庁）
・各課でユースケースを作成し、これに対応できるレイアウトを検討

(3)当初計画の下半期活動予定 ・ＡＢＷを考慮したレイアウト作成方法のまとめ
・新議会棟へ移転し試行開始

(4)下半期に向けて必要なやりくり

・スケジュール
新議会棟への執務室移転は令和５年１月に予定しているため、年度内は試行期間が

限られる。そのため、年度末までに試行すること、次年度を見据えて取り組むことを
適切に取りまとめる必要がある。

・ステークホルダー
新議会棟への移転対象課による検討内容をもとに、全庁でのABWへ展開を拡充する

ためには、直接的な住民サービスを担う窓口所属等メンバーの再考が必要。

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・当初予算要求はなし（年度途中の仮説検証はチャレンジ＆アジャイル枠予算を活用）

WG名 ⑩ＡＢＷ（新議会棟）ＷＧ
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【参考】レイアウト例（情報政策課）とポイント

小
窓
下
の
棚

窓
下
の
棚

ﾛ
ｯ
ｶ
ｰ

ﾛｯｶｰ

Web会議室

打合せ
（内部）

打合せ
（外部）

複合機

複合機

開発エリア

打合せ
（市民）

ヘルプ
デスク

集中・共同作業エリア

共同作業・集中エリア

外線エリア 共同・外線

外（騒） 内（静）

廊

下

窓下の棚

集中エリア 集中エリア
・資料作成
・調査、分析
・入力作業

フリーアドレス
・共同作業
・少人数での会議

外
（

騒
）

内
（

静
）

打ち合わせスペース
の使い分け
・対象、用途
・人数
・情報資産管理
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
・WGキックオフ
・本庁、支所・SC間でのデジタルによる窓口業務のコミュニケーションの実証範囲、

実証方法を関係課と合意
・実証実施

(2)上半期の成果
①定量的

②定性的 ・計１回のWGを実施（キックオフ）

(3)当初計画の下半期活動予定
・本庁、支所・SC間でのデジタルによる窓口業務のコミュニケーションの実証範囲、

実証方法を関係課と合意
・実証実施
・他のWG、実証結果を踏まえ、窓口業務の制度、組織のあり方等を検討

(4)下半期に向けて必要なやりくり
・スコープ

当初はWGでの実証を検討していたが、今年度中に新しい職務環境（chromebook、
MS365等）を構築することから、実際の窓口において各ツールを本格運用することも
含めて作業範囲を検討する。

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・当初予算要求はなし

WG名 ⑪窓口ＷＧ
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
・外部人材（ＣＩＯ補佐官）の選定
・ＣＩＯ補佐官との方針協議（対象領域の設定、ゴール設定、具体の道筋を明確化等）
・ＷＧキックオフ
・地域での試行

(2)上半期の成果

①定量的 ・CIO補佐官との方針協議：８回（２週間ごとに定例打ち合わせ）

②定性的
・支援業務のプロポーザルを実施。委託先として一般社団法人コードフォージャパンを

選定し、同法人所属の山形巧哉氏をCIO補佐官として任用。
・市議会ICT利便性向上特別委員会において、同氏による講演及び質疑応答を実施。

(3)当初計画の下半期活動予定 ・地域での試行

(4)下半期に向けて必要なやりくり

・スケジュール
ＣＩＯ補佐官との方針協議に当初想定よりも時間がかかっている。拙速に事を運ぶ

ことは避けつつも、上半期で議論した内容を踏まえ、取組みの全体像（対象領域や
ゴール設定、具体の道筋の明確化）を早期に整理する。

・スコープ、ステイクホルダー
取組みの全体像を整理した後には、適切な作業範囲と利害関係者の設定を行い、

活動を開始する。

(5)R5年度予算要求 内容と金額 ・支援業務の委託（外部人材の活用） 2,472千円
・年度途中の仮説検証はチャレンジ＆アジャイル枠予算を活用

WG名 ⑫地域社会のDX推進ＷＧ



（参考）支援業務のプロポーザル提案書抜粋
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項 目 内 容

(1)当初計画の上半期活動予定
・デジタル支援員活用事業公募対応（民生委員向けスマホ講座）
・民生委員向けスマホ講座（一部先行実施）
・障害者への情報保障のあり方整理

(2)上半期の成果

①定量的
・計３回のWGを開催
・市内１５箇所の公民館にWi-Fi整備
・自治会タブレットの実証開始（３地区５０台）

②定性的
・市社協と民生委員向けスマホ講座の実施内容を調整
・前橋工科大と「デジタルよろず相談所」開設に向けた調整
・上記の事業を実施するためのチャレンジ＆アジャイル枠予算を確保

（9/20副市長プレゼン）
(3)当初計画の下半期活動予定 ・民生委員向けスマホ講座（１２月～）

(4)下半期に向けて必要なやりくり

ステークホルダー
・民生委員向けスマホ講座

民生委員地区会長会での講座開始について説明
・デジタルよろず相談所

全市展開に向けて市内大学と市民SCとの調整
チームメンバー

障害福祉課のWG参画に向けた調整
(5)R5年度予算要求 内容と金額 積算中

WG名 ⑬デジタルデバイド解消ＷＧ
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前橋市DX推進計画 KPI：令和7年度までに、希望する市民が身近な場所で相談や学習を行える環境を構築する

定時・定点の相談環境

前橋市DX推進計画



民生委員・主任児童委員、22地区６６４人を対象とした
スマホ講座を実施し、ＬＩＮＥ等の通信アプリ操作を習得
し、ICTスキルアップを目指す。

〇事業コンセプト

〇期待される効果

地域の「つなぎ役」として、常に住民の立場に立って生活上のさまざま
な相談に応じている民生委員のICTスキルの向上をサポートすること
で、市民が身近な場所で相談や学習を行える環境が構築できる。

・学びを地域で循環させる持続可能な仕組みづくり
・安心してICTを活用できる環境づくり

提案事業① 民生委員向けスマホLINE講座
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○市内大学×相談所の組合せ（案）
・群馬大学 ⇒ 南橘ＳＣ
・前橋工科大 ⇒ 上川淵・下川淵市民ＳＣ
・群馬医療福祉大学 ⇒ 東市民ＳＣ
・前橋国際大学 ⇒  永明市民ＳＣ
・県民健康科学大学 ⇒  桂萱市民ＳＣ

提案事業② デジタルよろず相談所
＜デジタル共生社会のイメージ図＞

出典：総務省デジタル活用共生社会実現会議資料（デジタル活用共生社会の
実現に向けて） https://www.soumu.go.jp/main_content/000615517.pdf

○事業コンセプト
・定時×定点で、身近な場所で相談できる環境づくり
・若者（学生）のデジタルスキルを地域社会に還元
・デジタルサポーターの制度化に向けた取り組み

R4モデル事業(試験実施)
※費用は大学側が負担

○デジタルよろず相談所の試験設置
・相談体制の構築に向けたモデル事業を実施する
[1]時 期 令和4年11月中旬～12月中旬
[2]時 間 週1～2日、各２時間程度(予定)
[3]場 所 上川淵 ・下川淵 市民SC (予定)
[4]相談員 地域貢献学生スタッフ 2人×2SC

○モデル事業後の予定
・よろず相談所の活動実績をもとに事業拡大を目指す
[1]市内大学（地域連携センター）に協力要請
[2]R4年度第4四半期分：DX予算の獲得
[3]R5年度の当初予算対応
[4]地方創生推進交付金の申請

今回提案の範囲
（1大学での実施を想定）
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講座修了者

・まえばしデジタルサポーター

学生ボランティア　
・前橋工科大学

デジタル推進委員

各個人で推進委員登録

・デジ庁では団体登録のみ受付中
 今後、個人登録サイトがアップ予定

★本市と市社協で協力して、デジタル
　 デバイド支援を推進する役割を期待。
　 （要請に基づいてボランティアを派遣）

市民有志
・一般市民（有志） 関係職員

・市社協職員
・前橋市職員
・福祉団体職員

・デジ活受講者

・市社協ICT講座受講者

オープンバッジ付与
（デジタル庁より）

（DD講座用の講師養成講座）

・Mサポ登録団体関係者
・前橋ボランティアの会
・まちキャン関係者
・自治会ICTリーダー
・市議会議員の有志

・前橋国際大学
・群馬医療福祉大学
・群馬大学
・県民健康科学大学
・その他教育機関

（長寿､公民館､自治会､民生委員等）

　（市社協ボラセン で 登録）

《周囲に教える人》 《講座参加を促す人》

派遣要請

サポーター派遣

気軽に学べる環境をつくる

受け皿

学
生
は
推
進
委
員
①
へ

直
接
登
録
も
あ
り

講座終了後、登録を推奨 各大学の地域連携センター
を通じて、登録を推奨

広報などを通じて登録を推奨★コミュニティ共助学育
との接続も検討したい

（前橋市）

ス
マ
ホ
教
室

を
や
り
ま

し
ょ
う

まえばしデジタルサポーター と デジタル推進委員制度の活用 (素案)
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